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労働安全衛生法に基づく健康診断
労働安全衛生法規則第44条により、事業所は従業1年以内ごと
に1回、定期的に次の項目の健康診断をおこなわなければなりま
せん。

※1　身長：20歳以上の場合は医師の判断で省略可。
※2　聴力：45歳未満（35歳・40歳を除く）の者の聴力検査は、医師の判断により他の方

法でも可。
※3　かくたん検査：胸部エックス線検査で所見のない場合に医師の判断で省略可。
※4　40歳未満（35歳を除く）の場合は医師の判断で省略可。

●既往歴および業務歴の調査
●自覚症状および他覚症状の有無の検査
●身長、体重、腹囲および視力の検査※1
●聴力の検査（1000Hzの30dbおよび4000Hzの40db）※2

●胸部エックス線検査およびかくたん検査※3

●血圧の測定
●尿検査（尿中の糖および蛋白の有無の検査）
●貧血検査（赤血球数、血色素量）※4

●肝機能検査（AST（GOT）、ALT（GPT）、γ－GTP）※4

●血中脂質検査（LDLコレステロール、HDLコレステロー
ル、トリグリセライド）※4

●血糖検査※4

●心電図検査（安静時標準12誘導心電図）※4

健 康 診 断 項 目

安衛法項目特定健診・特定保健指導とは
特定健診は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）に着目した健診です。メタボリックシンドロームの
該当者または予備軍となる方を早期に発見し、改善の
ための指導を行うことを目的としています。特定健診
の結果、生活習慣病のリスクが高く、また生活習慣の
改善で予防が期待できる方には特定保健指導が行わ
れます。特定保健指導では医師、保健師、栄養管理士
などの健康管理のプロがあなたの健康づくりをサポー
トします。

対象者
医療保険に加入している、
40歳以上75歳未満のすべての方

■ 胃が痛い
胃痛の原因はさまざまです。食べ過ぎや飲み過ぎ、喫煙、運動不足、ストレスなどとい
われています。

胃がなんとなく重い、不快感、胸焼け、吐き気といった症状が慢性胃炎の症状です。
慢性胃炎

胃酸の消化作用によって、胃粘膜がただれ、胃壁が浸食され、空腹時にきりきりとし
た鈍い痛みと不快感を感じます。

胃潰瘍

胃がんとは、胃壁の内側にある粘膜内の細胞が、何らかの原因でがん細胞となり増
殖することです。初期には痛みなどの特徴的な自覚症状がありません。進行したと
きの代表的な症状は食後にみぞおちの鈍痛・胃の膨満感・胸焼け・げっぷなどが
あります。がんが進行すると、嘔吐したり、食欲不振・貧血・けん怠感・体重減少
などの症状がみられます。

胃がん

■ 体重が減った
特にダイエットなどをしているわけでもなく、３食きっちり摂取しているにもかかわらず体
重が減少しつづけたり急激に体重が減るなどの場合は注意が必要です。
外因（仕事やストレス）なのかがんなどの病気なのかを見極めるためにも全体的なチェ
ックが必要です。

糖尿病は血糖値を下げるインスリンというホルモンの働きが低下し、食事から摂取
した栄養素をエネルギーとしてうまく利用できなくなる病気です。その代わりに体
脂肪がエネルギーとして使われることとなるため体重が減少していく症状が生じま
す。急激に体重が減少したなどの場合特に疑われます。

糖尿病

がんなど悪性腫瘍は進行性のため本来のからだの栄養分が使われ、体脂肪で補お
うとするために、体重の減少が起こります。

悪性腫瘍（がんなど）

肝硬変を発症すると肝機能が低下し、胃腸の消化吸収にも影響が出るため、食事の
栄養分解ができなくなります。そのためかわりに体脂肪が栄養源として利用される
ようになり体重減少を引き起こします。

肝硬変

うつなどの精神疾患の主症状では倦怠感や食欲の不振から体重の減少がみられます。
うつなど

胃バリウム検査・内視鏡検査・ピロリ菌検査　等

体重の減少は様々な要因があるため全体的な面からの検査を受け
るのが良いでしょう。またうつなどの疑いがある場合はストレスチェ
ックやこころの健康診断を受診しましょう。

■ 頭が痛い
頭痛はよくある頭の症状です。風邪や二日酔・睡眠不足などの頭痛から、重要な疾病
の疑いまで様々です。

突然の激しい頭痛で脳動脈瘤の破裂などで突然激しい頭痛に襲われます。出血の
部位や出血内容によっては頭痛の程度は違ってきますが、激しい頭痛に嘔吐、痙攣
などを発症し、意識を失ったりもします。命に係わる状態なので、専門施設での処置
が必要です。

上記のような、重篤緊急な症状が出る前に普段からのチェック・予防が大切です。

くも膜下出血

脳出血は、脳の中で動脈が破れて出血することを言います。脳出血が起きると、急
に頭痛や吐き気・嘔吐、左右片側の手足の麻痺などの症状がでます。頭痛は症状
の進行とともに徐々にひどくなり、吐き気や嘔吐をともない、意識が低下する場合
もあります。手足が痺れてうまく動かせない、ろれつがまわらない、物が二重に見え
るといった視覚麻痺がみられるときは、脳出血を疑います。

脳出血

脳腫瘍は頭蓋骨のなかにできる腫瘍です。腫瘍のできた脳の部位によって、頭痛以
外にも頭痛・嘔吐・視力障害・視野障害・めまい・聴力障害・運動麻痺・痺れ・失語・
複視・顔面神経麻痺・痙攣さまざまな症状があらわれます。

脳腫瘍

脳ドック・MRI（磁気共鳴断層撮影）・MRA（脳血管撮影）・
CT（マルチスライスCT）・超音波検査・心電図・血液検査　等

危険な頭痛の症例
・突然の激しい頭痛・手足にしびれや麻痺を伴う頭痛
・顔面や口元に痙攣を伴う頭痛
・何回も強い痛みが繰り返される頭痛

■ 咳がとまらない
咳は通常の風邪や気管支炎の他下記の疾病によって引き起こされます。特に長期に
わたって咳が続くような場合は注意が必要です。

発熱や頭痛が３～４日続き、その間に咳がひどくなってくる。これらの症状が長引く
のが特徴。中耳炎、副鼻腔炎などにつながる可能性もある。家族内や小集団内で発
生することから、周囲の人たちがマイコプラズマ肺炎と診断されていて、頑固な咳
が続く場合には病院を受診してください。

上記のとおり様々な原因が考えられますので身体全体の検査を必要としますが主なも
のとして

マイコプラズマ肺炎

百日咳菌という細菌が感染して起こる病気です。百日咳に罹ると、苦しい咳が長く
続きます。発熱はなく、始めは軽い咳ですが、時間とともに激しさを増し、咳で嘔
吐、呼吸困難などにつながることもあります。

百日咳

結核菌は咳などの際に、人から人へ空気感染していきます。咳や痰が長く続く場合
は早期に検査を受ける必要があります。

肺結核

肺がんとは肺にできる悪性腫瘍で、癌が発生する最大の原因はタバコ喫煙といわ
れています。肺がんは進行が速いため咳や喀血の症状が出た時には、病気が進行
している場合が多く注意が必要です。

肺がん

喘息は、咳や痰、息苦しさ、喘鳴など、さまざまな症状があります。近年では咳だけ
の咳喘息も増加しています。さらに咳だけでなく、胸の痛みやのどの違和感なども
喘息の症状です。

喘息

慢性的な炎症が気道に起こり、発作性の呼吸困難、喘鳴、咳を繰り返します。抗原
の吸入、運動、感染、ストレスなどが喘息発作の引き金になります。

アレルギー

胸部レントゲン・ＣＴ検査・喀痰細胞診・各種血液検査　等

健康診断 心電図検査・ホルター心電図検査・血圧検査・各種血液検査

体重減少の要因となる主な疾病

■ 動悸がする
運動後のいつもと違う異常な動悸、安静時に急におこる動悸など様々な症状がありま
す。アルコールやカフェインの多い飲み物等を多く摂取したり、薬の副作用で動悸が生
じる場合もあります。

心臓にある弁などがうまく動かず、血液の循環が悪くなって発症する病気です。初
期ではあまり症状がありませんが、悪化していくと階段の昇り降りなどの運動時に
動悸・息切れが起こり、進行すると少し体を動かすだけでも呼吸困難やチアノーゼ
が現れることがあります。

心臓内膜症

貧血とは血液中の赤血球や血色素（ヘモグロビン）が正常よりも少なくなってしまっ
た状態をいいます。赤血球数が減少すると、動悸・息切れ・疲れ・全身倦怠感・
顔面蒼白・めまいなど、さまざまな症状が現れます。

貧血

甲状腺ホルモンの増加によるもので、動悸・頻脈・体重が減る・発汗過多・手の
ふるえ・集中力低下など、さまざまな症状が現れます。

甲状腺機能亢進症

拍動が多すぎたり少なすぎたり、または心拍動のリズムが乱れた状態です。不整脈
があると通常の場合、動悸が起こってきます。不整脈は、過労などや精神的な要因、
睡眠不足などでもしばしばおこります。その場合は多くは心配いりませんが、心筋
梗塞などの危険な病気によってもいひきおこされる場合があり、注意が必要です。

不整脈

特別な原因やきっかけなしに突然理由もなく、動悸やめまい、発汗、窒息感、吐き
気、手足の震えといった発作を起こし、そのために生活に支障が出ている状態をパ
ニック障害といいます。発作は繰り返しおこり、不安のため一人で外出したり、乗り
物に乗ることが困難になること、などが特徴です。

パニック障害

糖尿病の治療などでインスリン注射をしている場合動悸・意識障害・昏睡状態に
なることもあります。

低血糖症

症状がある場合は、健康診断ではなく、治療になりますので診療科へおかかり下さい。
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労働安全衛生法に基づく健康診断
労働安全衛生法規則第44条により、事業所は従業1年以内ごと
に1回、定期的に次の項目の健康診断をおこなわなければなりま
せん。

※1　身長：20歳以上の場合は医師の判断で省略可。
※2　聴力：45歳未満（35歳・40歳を除く）の者の聴力検査は、医師の判断により他の方

法でも可。
※3　かくたん検査：胸部エックス線検査で所見のない場合に医師の判断で省略可。
※4　40歳未満（35歳を除く）の場合は医師の判断で省略可。

●既往歴および業務歴の調査
●自覚症状および他覚症状の有無の検査
●身長、体重、腹囲および視力の検査※1
●聴力の検査（1000Hzの30dbおよび4000Hzの40db）※2

●胸部エックス線検査およびかくたん検査※3

●血圧の測定
●尿検査（尿中の糖および蛋白の有無の検査）
●貧血検査（赤血球数、血色素量）※4

●肝機能検査（AST（GOT）、ALT（GPT）、γ－GTP）※4

●血中脂質検査（LDLコレステロール、HDLコレステロー
ル、トリグリセライド）※4

●血糖検査※4

●心電図検査（安静時標準12誘導心電図）※4

健 康 診 断 項 目

安衛法項目特定健診・特定保健指導とは
特定健診は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）に着目した健診です。メタボリックシンドロームの
該当者または予備軍となる方を早期に発見し、改善の
ための指導を行うことを目的としています。特定健診
の結果、生活習慣病のリスクが高く、また生活習慣の
改善で予防が期待できる方には特定保健指導が行わ
れます。特定保健指導では医師、保健師、栄養管理士
などの健康管理のプロがあなたの健康づくりをサポー
トします。

対象者
医療保険に加入している、
40歳以上75歳未満のすべての方

■ 胃が痛い
胃痛の原因はさまざまです。食べ過ぎや飲み過ぎ、喫煙、運動不足、ストレスなどとい
われています。

胃がなんとなく重い、不快感、胸焼け、吐き気といった症状が慢性胃炎の症状です。
慢性胃炎

胃酸の消化作用によって、胃粘膜がただれ、胃壁が浸食され、空腹時にきりきりとし
た鈍い痛みと不快感を感じます。

胃潰瘍

胃がんとは、胃壁の内側にある粘膜内の細胞が、何らかの原因でがん細胞となり増
殖することです。初期には痛みなどの特徴的な自覚症状がありません。進行したと
きの代表的な症状は食後にみぞおちの鈍痛・胃の膨満感・胸焼け・げっぷなどが
あります。がんが進行すると、嘔吐したり、食欲不振・貧血・けん怠感・体重減少
などの症状がみられます。

胃がん

■ 体重が減った
特にダイエットなどをしているわけでもなく、３食きっちり摂取しているにもかかわらず体
重が減少しつづけたり急激に体重が減るなどの場合は注意が必要です。
外因（仕事やストレス）なのかがんなどの病気なのかを見極めるためにも全体的なチェ
ックが必要です。

糖尿病は血糖値を下げるインスリンというホルモンの働きが低下し、食事から摂取
した栄養素をエネルギーとしてうまく利用できなくなる病気です。その代わりに体
脂肪がエネルギーとして使われることとなるため体重が減少していく症状が生じま
す。急激に体重が減少したなどの場合特に疑われます。

糖尿病

がんなど悪性腫瘍は進行性のため本来のからだの栄養分が使われ、体脂肪で補お
うとするために、体重の減少が起こります。

悪性腫瘍（がんなど）

肝硬変を発症すると肝機能が低下し、胃腸の消化吸収にも影響が出るため、食事の
栄養分解ができなくなります。そのためかわりに体脂肪が栄養源として利用される
ようになり体重減少を引き起こします。

肝硬変

うつなどの精神疾患の主症状では倦怠感や食欲の不振から体重の減少がみられます。
うつなど

胃バリウム検査・内視鏡検査・ピロリ菌検査　等

体重の減少は様々な要因があるため全体的な面からの検査を受け
るのが良いでしょう。またうつなどの疑いがある場合はストレスチェ
ックやこころの健康診断を受診しましょう。

■ 頭が痛い
頭痛はよくある頭の症状です。風邪や二日酔・睡眠不足などの頭痛から、重要な疾病
の疑いまで様々です。

突然の激しい頭痛で脳動脈瘤の破裂などで突然激しい頭痛に襲われます。出血の
部位や出血内容によっては頭痛の程度は違ってきますが、激しい頭痛に嘔吐、痙攣
などを発症し、意識を失ったりもします。命に係わる状態なので、専門施設での処置
が必要です。

上記のような、重篤緊急な症状が出る前に普段からのチェック・予防が大切です。

くも膜下出血

脳出血は、脳の中で動脈が破れて出血することを言います。脳出血が起きると、急
に頭痛や吐き気・嘔吐、左右片側の手足の麻痺などの症状がでます。頭痛は症状
の進行とともに徐々にひどくなり、吐き気や嘔吐をともない、意識が低下する場合
もあります。手足が痺れてうまく動かせない、ろれつがまわらない、物が二重に見え
るといった視覚麻痺がみられるときは、脳出血を疑います。

脳出血

脳腫瘍は頭蓋骨のなかにできる腫瘍です。腫瘍のできた脳の部位によって、頭痛以
外にも頭痛・嘔吐・視力障害・視野障害・めまい・聴力障害・運動麻痺・痺れ・失語・
複視・顔面神経麻痺・痙攣さまざまな症状があらわれます。

脳腫瘍

脳ドック・MRI（磁気共鳴断層撮影）・MRA（脳血管撮影）・
CT（マルチスライスCT）・超音波検査・心電図・血液検査　等

危険な頭痛の症例
・突然の激しい頭痛・手足にしびれや麻痺を伴う頭痛
・顔面や口元に痙攣を伴う頭痛
・何回も強い痛みが繰り返される頭痛

■ 咳がとまらない
咳は通常の風邪や気管支炎の他下記の疾病によって引き起こされます。特に長期に
わたって咳が続くような場合は注意が必要です。

発熱や頭痛が３～４日続き、その間に咳がひどくなってくる。これらの症状が長引く
のが特徴。中耳炎、副鼻腔炎などにつながる可能性もある。家族内や小集団内で発
生することから、周囲の人たちがマイコプラズマ肺炎と診断されていて、頑固な咳
が続く場合には病院を受診してください。

上記のとおり様々な原因が考えられますので身体全体の検査を必要としますが主なも
のとして

マイコプラズマ肺炎

百日咳菌という細菌が感染して起こる病気です。百日咳に罹ると、苦しい咳が長く
続きます。発熱はなく、始めは軽い咳ですが、時間とともに激しさを増し、咳で嘔
吐、呼吸困難などにつながることもあります。

百日咳

結核菌は咳などの際に、人から人へ空気感染していきます。咳や痰が長く続く場合
は早期に検査を受ける必要があります。

肺結核

肺がんとは肺にできる悪性腫瘍で、癌が発生する最大の原因はタバコ喫煙といわ
れています。肺がんは進行が速いため咳や喀血の症状が出た時には、病気が進行
している場合が多く注意が必要です。

肺がん

喘息は、咳や痰、息苦しさ、喘鳴など、さまざまな症状があります。近年では咳だけ
の咳喘息も増加しています。さらに咳だけでなく、胸の痛みやのどの違和感なども
喘息の症状です。

喘息

慢性的な炎症が気道に起こり、発作性の呼吸困難、喘鳴、咳を繰り返します。抗原
の吸入、運動、感染、ストレスなどが喘息発作の引き金になります。

アレルギー

胸部レントゲン・ＣＴ検査・喀痰細胞診・各種血液検査　等

健康診断 心電図検査・ホルター心電図検査・血圧検査・各種血液検査

体重減少の要因となる主な疾病

■ 動悸がする
運動後のいつもと違う異常な動悸、安静時に急におこる動悸など様々な症状がありま
す。アルコールやカフェインの多い飲み物等を多く摂取したり、薬の副作用で動悸が生
じる場合もあります。

心臓にある弁などがうまく動かず、血液の循環が悪くなって発症する病気です。初
期ではあまり症状がありませんが、悪化していくと階段の昇り降りなどの運動時に
動悸・息切れが起こり、進行すると少し体を動かすだけでも呼吸困難やチアノーゼ
が現れることがあります。

心臓内膜症

貧血とは血液中の赤血球や血色素（ヘモグロビン）が正常よりも少なくなってしまっ
た状態をいいます。赤血球数が減少すると、動悸・息切れ・疲れ・全身倦怠感・
顔面蒼白・めまいなど、さまざまな症状が現れます。

貧血

甲状腺ホルモンの増加によるもので、動悸・頻脈・体重が減る・発汗過多・手の
ふるえ・集中力低下など、さまざまな症状が現れます。

甲状腺機能亢進症

拍動が多すぎたり少なすぎたり、または心拍動のリズムが乱れた状態です。不整脈
があると通常の場合、動悸が起こってきます。不整脈は、過労などや精神的な要因、
睡眠不足などでもしばしばおこります。その場合は多くは心配いりませんが、心筋
梗塞などの危険な病気によってもいひきおこされる場合があり、注意が必要です。

不整脈

特別な原因やきっかけなしに突然理由もなく、動悸やめまい、発汗、窒息感、吐き
気、手足の震えといった発作を起こし、そのために生活に支障が出ている状態をパ
ニック障害といいます。発作は繰り返しおこり、不安のため一人で外出したり、乗り
物に乗ることが困難になること、などが特徴です。

パニック障害

糖尿病の治療などでインスリン注射をしている場合動悸・意識障害・昏睡状態に
なることもあります。

低血糖症

症状がある場合は、健康診断ではなく、治療になりますので診療科へおかかり下さい。
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